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ラミコンカップ詰食品の保存性－Ⅳ  

グリシン・グルコース糸褐変モデル液について  

西郷 英昭・久延 義弘・門田 和子  

Shelf Life of Food Packedin Lamicon Cup一Ⅳ  
BrowrLlng Of Glucose－GlyciTte ModelSolution  

HideakiSaigo，Yoshihiro Hisanobu and Kazuko Kadota  

A modelsolutioncontainingglucoseandglyclneWaSPaCkedin a Lamiconcup，in a  

polypropylenecupandinaretortpouchwithalminumfbilwasstockedfor12months under  

variousconditions．  

Thechangeoftest，browningvariedandthevitaminCcontentofthemodelsolutionswere   

evaluated．The resultsare described below．  

（1）Themodelsolutionpackedinthe retortpouchwithaluminum．foilshowedlittlebrow－  

ning after12 months．  

ThemodelsolutionpackedintheLamiconcup，Ontheotherhand，Slightbrowningtook  

Place when stockedinthedarkandinthelight．Themodelsolutionpackedin the  

polypropylenecup brownedremarkablyafter2to6monthsofstorage．  

（2）VitaminCinthe modelsolutionpackedin thepolypropylenecupdisappearedalmost  
completelyafter2monthsofstorage，WhilethemodelsolutionpackedintheLamiconcup  

gaveaverysatisfactoryresult，althoughinferiortothemodelsolutionpackedintheretort  

pouchwithaluminumfoil・  

果汁などの果実加工食品は，使用する容器によっては保存中に褐変現象を起こして着色し，香り  

や味も著しく変化する事がある。このような変化は．果実中の各種アミノ酸，炭水化物，有機酸，  

ビタミンCなどとの複雑な反応によって起こると考えられている。   

このため果実加工品にはガラス瓶以外の透明容器は，その保存性からあまり採用されていず，採  

用されていても冷蔵保存・短期販売などで流通ルートをある程度限定せざるをえないのが現状であ  

った。   

ラミコンカップはエバールを中間にラミネートした多層シートを成形したもので，酸素遮断性に  

きわめて優れているばかりか透明性も良く，さらにレトルト殺菌可能という利点を備えている。   

今臥 このラミコンカップとポリプロピレンカップおよぴアルミ箔入りレトルトパウチについて，  

グリシン・グルコース系褐変モデル液を用いてその品質変化を測定して，ラミコンカップの性能評  

価を行った【つ   

実 験 方 法   

1．試  料  

1－1 使用容器   

表1に使用した容器およ  

び蓋材を略記した。   

容器の構成および気体透  

過は第1報1）で示した。．  

TablelPackagjngmaterialsusedforexperiment  

MateriaJs   Capacityorsiヱe   Capmaterials   

Lamiconcup   90一正   RP・Ffilm   

Polypropylenecup   90mg   RP・Ffilm   

RP＿F   130×17伽m   

RP－F：Aluminum－foilcombibationretortablepouch．   
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1－2 使用グリシン・グルコース系褐  Teble2Recipeforthernodelsolution2）・3）  

変モデル液  Citric acid  1  ％   

5  ％   

0．3 ％  

100 咽％  

表2に配合割合を示した。  Glucose  

Glyclne  

Vitamin C  

1－3  試料の作成   

褐変モデル液をラミコンカップ，ポリ  

プロピレンカップに満注密封し，レトル  

トパウチについても空気をできる限り除いて密封した。 

密封後殺菌のため95℃・5分の湯殺菌を行い，試半」とした。  

2．保存条件   

試料を表3，図1の条件で12カ月間保存した＝  

Table3 Stockconditionandperiod  

Temperature   I11umination  Stockperiod（months）   

Roomtemperature  Darkplace   
90c（480F）～370c（990F）  

Roomtemperature   Lightplace   1／2．1、2、3、6．12  

90c（摘OF）～370c（990F）   （鋸0－1000lux）   

300c（860F）80％RH   DarkpLace   

3．測定項目と測定方法ならびに測定区間  

3－1 グリシン・グルコース系褐変モデル  

液の色およびビタミンC   

以下の項目，方法について評価した．。  

1）吸光度  

分光光度計を用い，430nmにおける吸光  

度を求め褐変度とした。   

2） ビタミンC  

グリシン・グルコース系褐変溶液に添加  

したビタミンCをインドフェノール法により  

定量した。 

3－2  測定区間   

レトルト直後，リ2，1，2，3，6．12カ月区  

評 価 結 果   

1．吸光度  
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Fig．1AverageoftemperatureandreIative  

humidityin a storage・rOOm（from  

1978to1979）   
グリシン・グルコース系褐変モデル彼の室  

温暗所・明所および30℃暗所保存における12  

カ月保存までの吸光度の変化を図2，3に示しじ〕吸光度は値が大きい程褐変化していることを表  

わしている。   

それぞれの容器に詰められたグリシン・グルコース系褐変モデル液の吸光度の変化は次のとおり  

である。   
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Fig．2Change of browningof modelsolution  

stocked in dark and light places at 

rooln temPerature  

Fig．3ChangeofbrowningoFmodelsoluticn  
stockedindackPlacesat30■c．80％RH   

ラミコンカップ詰；室温暗所保存の場合，3カ月まではほとんど変化しないが，6カ月保存では  

明らかに褐変が生じた。これは3～6カ月区が夏場にかかるためもあり，ここでは温度の影饗も含  

まれる。室温明所保存では暗所保存とほぼ同じであるが．多少明所の万が値が高くなる傾向にある．コ   

30℃暗所保存では，保存初期より褐変が徐々に進行する。   

ポリプロピレンカップ詰；室温暗所・明所．30℃暗所とも同じような傾向を示し．1－2カ月ま  

で急激に褐変するが，以後は変化が緩慢となる．＝，これは褐変反応により生成した褐変物質がさらに  

教化分解して退色反応が進むためと考えられる。光の影響はそれほどないが，傾向的には明所のほ  

うが褐変および退色を起こしやすい．。   

アルミ箔入りレトルトパウチ詰；室温暗所・明所，30℃暗所ともはば同じような値を示し，保存  

12カ月においても褐変は非常に少なく，保存温度の影響も比較的少ない。   

以上の結果から，ラミコンカップ詰グリシン・グルコース褐変モデル液は酸素のまったく透過し  

ないアルミ箔入りレトルトパウチ詰に比べると褐変は進むが，変化は比較的ゆるやかであった。   

これに対し，ポリプロピレンカップ詰は保存初期より褐変が顕著であり，30℃暗所保存では1カ  

月保存において明らかに褐変による着色が認められた。また光の影響も無視できず，褐変が促進さ  

れるt。それは3～6カ月経過により，褐変反応よりも退色反応が優勢となった。  

2．ビタミンC   

グリシン・グルコース系褐変モデル液に添加したビタミンCの室温暗所・明所および30℃暗所保  

存における12カ月保存までの変化を図4，5に示した。   

それぞれの容器に詰められたビタミンCの変化は次のとおりである。   

ラミコンカップ詰；室温暗所保存の場合．経時により徐々に減少するが，変化は比較的少なく，   
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「ig．4 Change ofvitaminCof modet soIution  
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）’00m temperature  

ドig．5 Changeorvitamin〔ofmodeIsolution  

StOCkedindark placesat300c．8O％RH  

12カ月曝存でも70喝％残存する。室温暗所・明所の比較では多少明所の値が低い傾向にあるが，そ  

れほど差はなく，光の影響は大きくない。30℃暗所保存では温度の影響が大きく，変化が進み，12  

カ月保存で40喝％の残存量である。   

ポリプロピレンカップ詰；室温暗所・明所，30℃暗所保存とも変化が著しく，室温では2～3カ  

月，30℃では1～2カ月の間にビタミンCは完全に消失してしまっている。   

アルミ箔入りレトルトパウチ詰；もっとも変化が少なく，12カ月保存では室温暗所で85喝％，30  

℃暗所で63喝％の残存量を示す（．   

以上の結果から，ラミコンカップ詰はアルミ箔入りレトルトパウチ詰よりビタミンCの減少割合  

はやや大きいものの，ポリプロピレンカップ詰に比べ著しく良好な繹果を示した．。  

ま と め   

グリシン。グルコース系褐変モデル液をラミコンカップ，ポリプロピレンカップ，アルミ箔入り  

レトルトパウチの各種容器に詰め，保存条件を変えて12カ月間保存し，経時によるグリシン・グル  

コース褐変モデル液の吸光度および添加したビタミンCの変化を評価した。その結果，  

1．吸光度の変化では，ラミコンカップ詰はアルミ箔入りレトルトパウチ詰に比べ褐変しやすいが，  
その変化は比較的緩慢で，室温暗所・明所では6カ月，30℃暗所では3カ月で明らかに褐変による  

着色が認められた。しかしながらポリプロピレンカップ詰は保存初期より褐変しやすく，室温暗所・  

明所では1～2カ月，30℃暗所では15日～1カ月で明らかに着色が認められる。またそれは3～6  

カ月の経時により退色反応が生じ，褐変の進行は見かけ上停止したような傾向となるこ－   
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2．ビタミンCについては，ラミコンカップ詰は比較的変化は少なく，12カ月間の保存でも室温暗  
所・明所で70喝％，30℃で40喝％の残存量を示す。アルミ箔入りレトルトパウチ詰では，室温で飴  

叩％，30℃で63喝％の残存量であった1。ポリプロピレンカップ詰は著しく変化しやすく，室温暗所  

・明所で3カ月以内，30℃暗所で2カ月以内にほとんど消失してしまう。   

ビタミンCと吸光度の間には明らかに関係があり，ビタミンCが残存している間は褐変反応が優  

勢であるが，ビタミンCが消失した時点から退色反応が進む傾向となる。   

以上のように保存中に褐変する食品のモデル液としてグリシン・グルコース系褐変モデル液を評  

価したが，ラミコンカップ詰はアルミ箔入りレトルトパウチ詰より変化しやすいものの，ポリプロ  

ピレンカップ詰に比べ著しく変化は少なく，添加したビタミンCの残存量についても良好な結果を  

示した。  
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